
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3018 

令和５年度 商業科 

 

教科 商業 科目 情報処理 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 情報処理 新訂版 （実教出版） 

副教材等 学習と検定 全商情報処理検定 テキスト ３級 （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・年度はじめに情報処理の学習について説明をします。この科目で学習する内容は、これからのＩ

ＣＴ社会を生きていく上で必要となる基礎的な知識や技能です。しっかりノートを作り、毎時間の

復習を短時間でもするように心がけてください。  

・４月から５月は講義中心の授業となりますので、しっかりノートを作るようにしてください。ワ

ープロソフトはＷＯＲＤ、表計算ソフトはＥＸＣＥＬを使用します。これらのソフトを初めて使う

人も、学校の授業に集中し努力すれば必ず結果はついてきます。  

・１月に全商情報処理検定３級を受験します。情報処理の授業は次年度も継続して行いますので、

しっかり学習を行ってください。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

ビジネスに関する情報を収集・処理・分析し、表現する知識と技術を習得させ、情報の意義や役

割について理解させるとともに、ビジネスの諸活動において情報を主体的に活用する能力と態度を

育てる。  

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

企業において情報を扱う

ことについて実務に即して

体系的・系統的に理解する

とともに関連する技術を身

につけている。 

 

企業において情報を扱うこ

とに関する課題を発見し、ビ

ジネスに携わる者として科学

的な根拠に基づいて創造的に

解決しようとしている。 

 企業活動を改善する力の向

上をめざして自ら学び、企業

において情報を適切に扱うこ

とに主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

情
報
の
活
用
と
情
報
モ
ラ
ル 

1 節 ビジネスと情報 

2 節 情報モラル 

3 節 ハードウェアとソ

フトウェア 

a: 情報処理における情報デザ

インについて理解するとともに、

関連する技術を身につけている。 

b: 情報の意義と重要性につい

て考え、説明することができた

か。 

c: 身近な事例で情報モラルに

基づいた正しい行動の在り方を

考え、説明することができたか。

また、そのように行動しようとす

る態度を身につけたか。 

 

提出物  

定期考査  

 

行動観察  

提出物  

定期考査  

 

行動観察  

提出物  

 

２
学
期 

第
２
章 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理 

1節 情報通信ネットワ

ークの概要 

2 節 ビジネス情報の

検索と収集 

a: 検索・収集にインターネット

を利用することに興味を持ち、効

率的な検索ができるか。また、情

報の価値や正確性について理解

できたか。また、表計算ソフトウ

ェアと連携した文書作成ができ、

データの差し込み機能などを理

解できたか。 

b: 計算技能やグラフ、イラスト

など利用した表現力に富んだ文

書の作成に積極的に取り組み、必

要に応じて様々な機能を選択で

きるか。 

c: 情報通信ネットワークについ

て自ら学び、セキュリティの管理

意識を高めようとしたか。 

 

提出物  

定期考査  

 

行動観察  

提出物  

定期考査 

行動観察  

提出物  

 

３
学
期 

第
５
章 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

1 節 プレゼンテーショ

ンの技法 

2 節 ビジネスとプレゼ

ンテーション 

a: プレゼンテーション活動の

意義や役割を理解するとともに、

情報収集や整理、内容構成など、

プレゼンテーションの準備から

評価改善に至るまでの一連の流

れや基礎的な技法を身につけて

いるか。 

b: 効果的なプレゼンテーション

の手法について思考し、実技を通

して表現できているか。 

c: ビジネスにおけるプレゼンテ

ーションの重要性を理解し、積極

的に技術の向上に努めたか。 

 

提出物  

定期考査 

行動観察  

提出物  

定期考査 

行動観察  

提出物  

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度    


